
発行／2021年3月　汎美術協会事務局

 特 集

『新型コロナ禍の今、
  アートは？』

vol.42
汎美便り



 
 

 

  
巻巻  頭頭  言言  汎美術協会 代表  根 岸   節 ............................ 1 

  

特特  集集／／新新型型ココロロナナ禍禍のの今今、、アアーートトはは？？  

コロナ禍の展覧会運営 汎美術協会 事務局長 大 野 善 孝 ............................ 2 

コロナ禍のパラレルワールド——“アート”の所在は? 木 虎 和 生 ............................ 3 

制作は続く、美術活動は続く 中 西 祥 司 ............................ 5 

新型コロナウイルスに思う 再生アーティスト いなずみ くみこ ................... 8 

コロナ禍での私のアート作品 なごみデザイン研究所 岩 橋   格 ......................... 10 

新しい感性と世界観の往還 久 保   進 ......................... 11 

自粛という引き分け 成 田 雄 智 ......................... 12 

コロナ禍の下に思う 小 杉 春 見 ......................... 13 

私の考えるアートは 三 竹 康 子 .......................... 14 

作品のことをより強く意識 丹 羽 千賀子 .......................... 14 

コロナ禍に思う 吉 澤 浄 子 .......................... 15 

テレワークとリモートと陶芸窯と YouTube と私 関 根 昌 之 ......................... 16 

趣味絵師風情 描き主 矢 作 拓 也 ......................... 17 

再発見 コロナ禍の美術館にて 花 島   平 ......................  18 

コロナ禍の中、私 敷 地 和 子 ......................... 19 

ピュシスとしての自然  島 田 隆 一 ......................... 20 

雑感 馬 場 温 子 ......................... 21 

新型コロナってなんだ 小 川 猛 志 ......................... 22 

アートの中に自分を見つける 岩 田 洋 子 ......................... 23 

コロナの年 個展までの日々 －日記から－ 廣 瀬 万喜子 .......................... 24 

夜明け前 佐 川 毅 彦 ......................... 25 

コロナ禍でのアートについての『茜モノローグ』 愚聴風 大 辻 敏 成 ......................... 26 

  

随随  想想  

汎美について今思うこと 相 京 三千代  ........................ 31 

汎美と私の絵心  根 岸   節 ......................... 32 

トランペットと作品制作 渋 谷 淳一郎 ......................... 34 

社会変化と世代交代に考えること 編集係 三 竹 康 子 ......................... 35 

アナログ時代の汎美便り 編集係  ................................................... 36 

  

 巻末付録  邂逅のおんな達  ................................................... 37 

 編集後記   ............................................ 裏表紙 

 
 表紙デザイン 三竹 康子 

— C O N T E N T S汎美便り vol.42



 
 

1 

  

  

  

  

巻巻  頭頭  言言  
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ボタニカル・クロッカス 

春寒料峭に健気に開くイノチ 
（photo by大辻） 
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ココロロナナ禍禍のの展展覧覧会会運運営営  

汎美術協会 事務局長 大野 善孝 

 

〈 編集係註 〉大野事務局長の原稿を戴いた時点では、緊急事態宣言が発出されていませんでした。 

 
特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

全世界文化のバランスが崩れ、人類の危機に面して、我々表現者は如何様に生きるか、

その様々なかたちを見渡すところから見えるものを探ろうと、編集係が企画しました。

全員に問い掛け、またあるときはお願いしてやっと集まったものです。ここから見えて

来るものは何でしょうか。そしてあなたは如何お考えでしょうか。 

※特集タイトルとの重複を避け、一部投稿タイトルを編集にて改題、調整しております。 

（編集係一同） 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
ココロロナナ禍禍ののパパララレレルルワワーールルドド  ————““アアーートト””のの所所在在はは？？  

木虎 和生 

 

※1

 

 

●まるで並行世界（パラレルワールド） 

 

※2

※3

 

●アートの所在

※4
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（コア） （すべ）

※1 変異株 

「変異種」との表記も見かけるが、正確には同じウイルス種の「変異株」。ウイルスは常に変異を繰り

返し、既に数百確認され消えており、その中でイギリスやアフリカでの変異株が新たな拡がりを見

せている。なお新型コロナは病名「COVID-19」、ウイルス名「SARS-CoV-2」だが、2002-03年流行のSARS

とは別種。 

※2 反知性主義 

その概念は、政治史家のリチャード・ホフスタッターが『アメリカの反知性主義』（1963年）において、

知的権威に対抗する実利的勢力を“反知性主義”とし、アメリカに特徴的な反動の歴史として記述。

一方、神学者の森本あんりは『反知性主義 アメリカが生んだ「熱病」の正体』（2015年）で、信仰復興

運動（リバイバル）のラディカルな「平等主義」を源流と捉え、知的エリート層の権力支配に拮抗し是

正するポジティブな面を評価。このように解釈に幅があるが、アメリカでも日本でも肯定的な意味で

の反知性主義が自称される事はない。本稿ではその弊害に目を向け批判的に用いる。 

※3 フィルターバブルやエコーチェンバーといった現象 

フィルターバブル現象； 

検索サイトのアルゴリズム（情報処理プログラム）が個人に最適化され過ぎた結果として、泡（バブ

ル）のような狭い閉じた空間にとらわれ異なる情報から遮断される現象。 

エコーチェンバー現象； 

同質の人が集まる閉鎖的な空間でコミュニケーションを繰り返すことによって、特定の信念が増幅

または強化されてしまう現象。 

※4 日本では自殺者が増加傾向 

前年（2019年）との比較で1〜6月は減少、7月以降は連続で増加。一般的に経済不況と相関するが、自

殺の原因は病気・人間関係など複合的。先進国の中で高めの自殺率（2019年人口10万人当たり自殺者；

OECD平均11.3人/日本14.9人）と言われるが、取り組みもあり2003年の年間合計約3万4千人をピーク

に、ここ十年間は連続で減少し2019年は約2万人になっていた。それが今回のコロナ禍で増加に転じ

そうな状況。〔確定情報追記；厚生労働省がまとめた2020年の日本の自殺者数は、2019年より912人

（4.5%）多い2万1081人。リーマン・ショック後の2009年以来11年ぶりに前年を上回り、人口10万人

当たりの自殺者数も11年ぶりに増え16.7人となった。〕 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?    
制制作作はは続続くく、、美美術術活活動動はは続続くく…………  

中西 祥司 

 

  

 
「魂に飛び込む光たち No.52」*1 
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「魂に飛び込む光たち No.100」*2 
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Now. And from now on……, exhibit. 

（案内はがきより）

（終） 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＊1,2は、2019年10月頃から始めた 

 100枚のドローイングです。 

 No.100は、2020年12月7日に描いた 

 ものです。グループ展（小杉和美、 

 中村加代、青染レイコ、中西祥司） 

 にはその中から新しいものを中心 

 に50点展示しました。 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
新新型型ココロロナナウウイイルルススにに思思うう  

再生アーティスト いなずみ くみこ 

 

 
プラスティックごみで汚染される石垣島の浜 
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廃棄物で出来ている着ぐるみの魚「果て」 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
ココロロナナ渦渦のの中中ででのの私私ののアアーートト作作品品  

なごみデザイン研究所 岩橋 格 

（令和2年12月）
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
新新ししいい感感性性とと世世界界観観のの往往還還  

久保 進 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
自自粛粛とといいうう引引きき分分けけ  

成田 雄智 
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／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
ココロロナナ禍禍のの下下にに思思うう 

小杉 春見 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
私私のの考考ええるるアアーートトはは  

三竹 康子 

 
 

 
 

 
 
 
 

特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
作作品品ののここととををよよりり強強くく意意識識  

丹羽 千賀子 

 

「ニョロニョロ」 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
ココロロナナ禍禍にに思思うう  

吉澤 浄子 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
テテレレワワーーククととリリモモーートトとと陶陶芸芸窯窯ととYYoouuTTuubbeeとと私私  

関根 昌之 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?   
趣趣味味絵絵師師風風情情  

描き主 矢作 拓也 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  

再再発発見見  ココロロナナ禍禍のの美美術術館館ににてて  

花島 平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
菅 創吉「壺中」 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
新新型型ココロロナナ禍禍のの中中、、私私  

敷地 和子 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
ピピュュシシススととししててのの自自然然  

島田 隆一 

 

2
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  

雑雑  感感  
馬場 温子 

 

らく

「事の起こり」 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
新新型型ココロロナナっっててななんんだだ  

小川 猛志 

 

（2021年2月28日） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 第57回創型展 

「Eats His own Flesh」 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
アアーートトのの中中にに自自分分をを見見つつけけるる  

岩田 洋子 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

 
ココロロナナのの年年  個個展展ままででのの日日々々  ——日日記記かからら——  

廣瀬 万喜子 



 
 

25 

特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

夜夜明明けけ前前  

佐川 毅彦 
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特集／新型コロナ禍の今、アートは?  

  
ココロロナナ禍禍ののアアーートトににつついいててのの『『茜茜モモノノロローーググ』』  

愚聴風 大辻 敏成 

 

もど したた

 

 

 

 

          

 

 

           

           
き

           
しろ

           

           

           
な

           

            

           
ひろ

           

           

           
あ と

                           （阿
あ

堵
と

＝金銭）

           

           

あなたの愛をスライスした

の
き

截り口のやうに

今宵の月は　
しろ

皎く耀ふのです…

と　手紙にしたためてあなたへ
送ったのは

木枯らしが櫟林の梢にいたり
な

哭く聲が聴かれた

月曜日の宵でした

あなたに　わたしの拙い言の葉
を

ひろ

展げてもらひたひから…

言葉に酔ふことが出来る　あな
たに

あなたは詩人なのでした

通俗・凡庸は
あ

阿 
と

堵に酔ひ 　　　　　            
     （

あ と

阿堵＝金銭）

藝術家は　表現に酔ひ

とりわけ　詩人は言葉に酔ふの
です

「月冴へる宵に」

木枯らしに哭く寒林
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(前の挨拶や、私的な言辞省略) 

  

 

 

 
くう ゆいしき

うち

 

 

 

（2020.12.5／四校） 
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 予定継続表現  発表  発表  発表……  継続時間は侵害を許さない自己の裡 

                        個人の自由な範囲＝継続する 
                        予定継続する時間ベルト 

 一般制作表現  発表    ここで完結  上のベルトは未来まで侵害されざる自己の裡 

 予定継続はチョットパフォーマンス的かな、で、茜は次のように考えたの。 
▪ サグラダファミリアと言いましたっけ、永遠に未完成で今も創り続ける 
▪ ヨーロッパのある教会、入ると一つの音が鳴り響いてる。これは300年後に 

 演奏が完結する音楽の一部が今演奏されている…というもの 
▪ 考えて見ると、新聞小説だってそうかもね。一日毎の予定継続ベルトの内側… 
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ひ と

 
 

 

 
 
 

なま

ひとしお

 

おと お

 
（2021.2末／一稿）

 
 
 
 
 
 
 
 

「信濃山麓の錦秋」油彩 
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汎汎美美ににつついいてて今今思思ううこことと  

相京 三千代 

 

 

 

 

 

 

 

（令和3年2月7日） 
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随想  

  

汎汎美美とと私私のの絵絵心心  

根岸 節 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ナーガ」を
ベニヤ板で 

 アンコールワット 
「ナーガ」から 
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「ある日の右手」 
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随想 

  
トトラランンペペッットトとと作作品品制制作作  

渋谷 淳一郎 
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随想 

  
社社会会変変化化とと世世代代交交代代にに考考ええるるこことと  

編集係 三竹 康子 

 

。 
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随想 

  
アアナナロロググ時時代代のの汎汎美美便便りり  

  

  

  

編集係  三竹 康子・渋谷 淳一郎・大辻 敏成 
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  巻 末 付 録     邂邂逅逅ののおおんんなな達達  （あるフレーズが隠されています） 

 

  

汎子（ひろこ） 富子（とみこ）

和歌子（わかこ）

仁穂（にほ）

亜沙子（あさこ）

玲子（れいこ）

歌須美（かすみ）

志津子（しずこ）

友子（ともこ）

伊佐子（いさこ）

憲子（のりこ）

瑠美（るみ）

季美（きみ）

守子（もりこ）

千佐子（ちさこ）

隠しフレーズのヒント；
名前の太字を
繋げて読んでください。
答えは編集後記の文中に
有ります。 (O)

美樹（みき）

実子（じつこ）

由美絵（ゆみえ）

つかさ

京子（きょうこ）

和子（かずこ）

衣紗江（いさえ）

 



 
 

 
  

汎美便り vol.42 発 行 2021年 3月 

汎 美 術 協 会  事 務 局  
〒168-0074 杉並区上高井戸 2-4-10 大野善孝方 

 

 
編 集 後 記 

新型コロナ、第四次産業革命の濫觴、歴史の先祖帰り、汎美展の延期…等々、いろいろ

あった2020年度でしたが、万物平等に、春の美神・佐保姫は春を引き連れてやって来ま

した。ボッティチェリの「春の三美神」の様に生命を大切に、創造表現の発表を次回の

汎美展に繋ぎましょう。“明日のない今日はない”「「汎汎美美術術協協会会  永永遠遠（（ととわわ））ににああれれかか

ししとと祈祈るる気気持持ちち」」です。なお、ご投稿の方々、ありがとうございました。 (O) 

 

［ 汎美便り 編集係 ］ 渉外:三竹 ／ デジタル化:渋谷・大辻 ／ DTP纏め:木虎 




